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実施体制

NEDO
プロジェクトリーダー
株式会社グリーンアース
取締役社長 近藤亮介

指示

協議

国立研究開発法人農業・食品技術総合研究機構（メタン発酵消化液利用技術支援）、株式会社環境管理センター（“土
づくり”のプランニングとモニタリング）、株式会社バイオエナジー・株式会社Jバイオフードリサイクル（メタン発酵副産物の提供）、
株式会社魚谷鉄工（既存のケーンハーベスタのヤナギ仕様への改造）、千葉県印西市、宮崎県西都市・都農町（生産地の
提供、紹介）、児湯広域森林組合、株式会社SASAKI-FORESTRY、他（宮崎サイトの施業）、株式会社アドイン研究
所、株式会社森林再生システム（林業向け地上レーザースキャナによる栽培中のバイオマス量推計）

株式会社グリーンアース
・研究開発項目①：ヤナギ穂木生産事業
１）自生ヤナギの探索・優良系統抽出・優良系統穂木採取
２）採穂園造成・穂木増殖
３）穂木の収穫・加工
・研究開発項目②：ヤナギバイオマス低コスト生産事業
１）生産地確保・造成 ２）植栽・保育
３）収穫システム開発 ４）生育分析

国立研究開発法人森林研究・整備機構
委託内容
１）北海道下川町における事前検証の成果に基づ
く技術指導
２）優良系統探索・優良系統抽出
３）生育モニタリング及び分析

協力者、主な外注先

委託
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実施項目 2023FY 2024FY 2025FY 2026FY 2027FY 2028FY

自生ヤナギの探索、優良系統
抽出、優良系統穂木採取

採穂園造成、
優良系統植栽、穂木増殖

穂木の収穫、加工

ヤナギバイオマス低コスト生産
実証

評価時期 中間評価 終了時評価

研究開発スケジュール

1回目
2回目

3回目

造成
増殖

増殖
増殖

増殖

★
ヤナギ用ケーンハーベスタの開発、制作、改良

（穂木収穫モード） 収穫

造成

植栽 ★
収穫 （萌芽更新）

★
収穫 （萌芽更新）

植栽

★
収穫

植栽

生育分析

ヤナギ用ケーンハーベスタの開発、制作、改良（バイオマス収穫モード）

★収穫 ★収穫
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優良系統抽出（宮崎サイト）

6/5 7/5 8/5 12/30９/5 1０/５

最
大
枝
の
樹
高

オオタチヤナギ マルバヤナギ ➢１成長期で２ｍを超える系統が複数見出された。

➢均一コンテナ栽培での“エリート”が、実際の農地
でも“エリート”であるとは限らないので、600本を
優良系統として抽出するも、“足切り”は最小限と
し、多くの系統を採穂園植栽して、優良系統抽
出を継続。

➢実際の農地では、土壌の水分と養分、雑草、虫
害、日照など、“変数”が多くなるので、エリートの
条件整理をいかにするかが課題。

➢2024年度、2025年度にそれぞれ1,200コンテ
ナでの簡易抽出を実施。2026年度も同様に実
施し、簡易抽出は完了。

➢簡易抽出で優良系統として仮評価した株（３
年間で1,800株）から穂木を採取し、これを使っ
て宮崎での穂木生産実証を実施する。
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ヤナギバイオマス低コスト生産 －雑草対策②

➢1.5ｍ幅の列間を走行可能な0.06級のミニバックホウを使い、
つる草取りの劇的効率化に成功。

◼ つる草対策

つる草の繁茂 手鎌での除去

➢植栽２年目以降も、夏を迎えるとつる草が繁茂。樹冠を覆い、成長したヤナ
ギを倒伏させるほどの勢い。

➢手鎌でのつる草除去には労務費が嵩む。

➢造成時に40cm以上の“深耕”により、つる草の球根を取りきっておくことが重
要。つる草の繁茂は、“敗北”と考える必要がある。

作業前 作業中 作業後

つる草とり専用重機 排土板を改造

➢排土板に“ツメ”をつけ、草を掻きとりながら走行するこ
とでキャタビラへの草の巻き込みを防止できる“つる草
とり専用重機”を開発。合わせて“＋20cm”のロング
アーム化でさらなる効率化。
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ヤナギバイオマス低コスト生産 －施肥①
◼ メタン発酵副産物・固形肥料の活用

ハイドロシーダー機（法面工事用）

固形肥料

➢近郊の生ゴミメタン発酵発電施設から“副産物”として製造される固形肥
料。消化液を遠心分離機にかけて取り出した固形物、消化液を凝集沈
殿処理した際の固形物を乾燥させたもの。

➢これを農地で調達し、水を加えて、法面工事用のハイドロシーダー機（改
造が必要な可能性あり）を使って散布する手法を開発。元肥だけでなく、
追肥も可能な手法を。

➢発生したばかりの固形肥料は未発酵なものもあり、臭気が強いこともある
ため、固形肥料と草チップと草木灰を肥料化施設でブレンドして、あらかじ
め熟成しておき、臭気の少ない状態にして生産地に散布することも検討。












